
   

     令和３年度 下関市社会教育振興大会開催要項        

１ 趣 旨  急激な社会の変化に伴う生活スタイルや価値観の多様化、都市化

や少子高齢化、また、コロナ禍による新しい生活様式等により、地

域社会における人とのつながりが希薄化しています。今日の社会状

況を考えると、これまで以上に人とのつながりを重視した人づくり、

まちづくりに対しての市民の意識高揚、世代を超えた幅広い連携・

協働が求められるようになっています 

本市では、令和２年度に新たに策定した「下関市教育大綱（下関

市教育振興基本計画）」に基づき、学校・家庭・地域が連携した教

育に力を入れ、各地域において子どもから大人まで多様な学びの場

や機会づくりに取り組み、社会全体で教育を推進する体制の整備に

努めております。 

社会教育委員をはじめ、市民、社会教育関係者が一堂に会し、人

とのつながりの場、機会を基盤とした「人づくり」「地域づくり」

「つながりづくり」の充実について考える契機として、本市におけ

る生涯学習、社会教育活動の充実に資することを目的として、本大

会を開催します。 

 

２ テーマ  「人づくりが地域を創る 

～「つながり」づくりの社会教育をめざして～」 

 

３ 主 催  下関市教育委員会・下関市社会教育委員会 

 

４ 日 時  令和４年１月２９日（土） １３：３０～１６：３０ 

 

５ 会 場  下関市菊川ふれあい会館「アブニール」 

       （下関市菊川町大字下岡枝１１７） 

 

６ 対象者  社会教育関係者、社会教育関係団体、ＰＴＡ、婦人会、教職員、 

各社会教育施設運営審議会委員、一般市民ほか 

 

７ 日 程   

13：30～ オープニング・アトラクション 下関市立熊野小学校合唱クラブ 

13：45～ 開会行事 教育長挨拶、市長、議長祝辞 

14：00～ 実践発表 ① 下関市立吉母公民館 

② ホタル舟実行委員会 

 ＜休憩＞  

14：50～ トークセッション 松山 英治、橋本 京子 

伊藤 孝之、冨永 洋一 

16：10～ エンディング・アトラクション 川棚小学校青龍太鼓クラブ 

16：25～ 閉会行事 社会教育委員長挨拶 



   

 出演者  

司会 山口県立田部高等学校生徒会（男女２名） 

 

（１）オープニング・アトラクション 

・下関市立熊野小学校合唱クラブ 

 

（２）開会行事 

・挨拶   下関市教育委員会教育長 児玉 典彦 

・来賓祝辞 下関市長               前田 晋太郎 

下関市議会議長         亀田  博 

・来賓紹介 

 

（３）実践発表 

・①「本州最西端からの情報発信」つながる・つなげる・地域の輪 

 吉母公民館 館長 橋本 京子 

・②「ホタルが繋ぐ出会いと絆」～ホタルが教えてくれたこと～ 

ホタル舟実行委員会 広報担当 伊藤 孝之 

 

（４）トークセッション 

    演題 『人づくりが地域を創る 

～「つながり」づくりの社会教育をめざして～』 

    パネリスト 株式会社ひびき精機 代表取締役 松山 英治 

吉母公民館     館長    橋本 京子 

ホタル舟実行委員会 広報担当  伊藤 孝之 

     ファシリテーター 下関市社会教育委員       冨永 洋一 

        

（５）エンディング・アトラクション 

  ・下関市立川棚小学校青龍太鼓クラブ 

 

（６）閉会行事 

・挨拶 下関市社会教育委員会委員長 吉井 克也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


